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建設現場の高所作業に対する強風の影響に関する研究

- 型枠作業能率に及ぼす強風の影響-
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1. は じ め に

著者らは,建設現場での高所作業に対する強風の影響

を調べる目的で,大型風洞内で被験者に簡易な作業をさ

せて実験を行い,作業能力と安全限界風速との関係を明

らかにし,すでに報告してきた.1)･2)今回は,現場作業の

うちで風の影響が比較的大きい ｢型枠作業｣に関し,作

業能率に及ぼす各種要因を明らかにするため,実際の現

場作業員を被験者にして大型風洞内で型枠建起し作業の

実験を行ったので,その結果について報告する.

2.実 験 概 要

2.1 実験装置 (風洞)

測定部断面が幅 6mX高 5m,長さ13m,(財)日本自動車

研容所の風洞を使用.図 1に示すように,床面に合板で

｢作業床 (3mX4m)｣を敷設し,この上で型枠作業を行う.

2.2 対象作業内容

(1)鉄筋コンクリー ト壁の施工を想定して,｢型枠建起

し｣作業を対称 とする.型枠建起 しとは,鉄筋コンク

リー ト壁体工事においてコンクリー ト打込み用に型枠を

設置することである.通常, i) 2面の型枠のうち片面

写真 1 1枚目型枠の連込み状況(端部支持｢有｣の場合)

要因A:風下
要因B:900
要因C:端部支持 ｢有｣(表 1参照)

図 1 使用風洞および実験状況
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写真 2 1枚目型枠の連込み状況(端部支持｢無｣の場合)

要因A:風上

要因B:900
要因C:端部支持 ｢無｣
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